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1.マウスおよび粗糖切片作製 IR系妊娠マウスを,妊娠 1.,451. l:C 351.,85Eにおいて
頚椎脱臼により屠殺後開催し,胎仔を採取した｡採取した胎仔サンプルを通法にしたが
ってパラフィン包埋し,厚さ7pmの前頭断切片を作製した｡ 
2.1z ItLハイブリダイゼーション :Ho遺伝子群の歯腔における発現の検証には,i'IB'z x n 
β血 ハイブリダイゼーション法を用いた｡実験にはジゴキシゲニンでラベルした RNA
プローブを用いた｡ 
3.ラッ ト歯原性細胞の培養,辻伝子発現解析 : rSF2Sを用いて,BMP4が Hoxd12, 
Sム Zb -hおよび AL)nに与える彫饗について,遮伝子発現丑を定量性 RTPCR法を用いて
検討したoまた,Hox1 址 mb id2の S および A nに与える彫饗を検討するため,sRNA
を用いた Hoxd12遺伝子の発現抑制および遺伝子発現ベクターを用いた Hoxd12遺伝子
強制発現下において,それぞれの適伝子発現を定量性RT･PCR法を用いて検討した｡ 




1. Sbxa,ET齢の歯腔では,Ho B, 
45.cll,l lBの 9つの因子が上皮組織において観察された｡胎生 1 日











S 7 9xa aa a,, ,
Ho齢の歯価では E l
85.
l 9d,ld,7c,6b,3b,Bb,lb, lBの 10因子が上皮組織におい
C ll,l 9d,Bd,c4c,3,2b,lb, lBの 11因子が上皮組織においての
み観察され,Ho















0および Ambnの迫伝子発現量はそれぞれ約 2%および 2%に抑制された｡さらに,5
HodxlBの強制発現ベクターを Sに遺伝子哲人し,それぞれの遺伝子発現畳を解析2FSr






















































3xa歯腔における Hox遺伝子の発現パターン解析を,全 39因子について行ったoその結見 Ho ,
l lc,7 9a aa, ,
1
 
0 l4c,7,6b,3b,2b,lb, l 2の119d,2d, 3因子が発生期歯腔のいずれかのステー 

















ムさせると ,AD および SLの遺伝子発現は抑制され,他方 ,Ho 2遺伝子を時制発現させbnl
1dxhると ,Ambnおよび Shの遺伝子発現は上昇した｡このことから ,Ho 2遺伝子が歯原性上
h皮細胞の分化マーカーである Ambnおよび Shの発現を制御する可能性が示唆された｡
以上のことから,本研究は歯の発生機序の解明ならびに歯の再生技術への応用にもつながる
ものとして評価できる｡
よって,審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める｡
